


　　　第52回日本美術教育研究発表会2018（最終案内）
□主　　催： 公益社団法人　日本美術教育連合（InSEA-Japan）

□後　　援： 文部科学省

□開 催 日： 平成30年10月14日（日曜日）
 ９時30分から16時45分（予定）
 懇親会：16時45分から19時（予定）

□会　　場： 東京家政大学板橋キャンパス
 十条門正面16号館一帯
 〒173-8602　東京都板橋区加賀1-18-1

□アクセス： JR埼京線十条駅下車徒歩５分
 JR埼京線板橋駅下車徒歩17分
 都営三田線新板橋駅下車徒歩15分

会場案内図

□参加資格： どなたでも当日参加可能です。

□参 加 費： 500円（概要集代）お誘い合わせの上ご参加ください。

□昼　　食： 当日大学内では昼食を購入できません。駅付近のお店をご利用ください。

□お問い合わせ：　研究局長：結城孝雄　東京家政大学
　　　　　　　　　Tel＆Fax：03-3961-5594（研究室直通）
　　　　　　　　　takaoyuki@tokyo-kasei.ac.jp（随時アクセス可能）

研究局より
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Ａ１　●日本美術教育連合「山形文庫」の全体像とその可能性
The Whole Picture and the Potential of ‘Yamagata Collection (owned by InSEA in Japan)ʼ

箕輪佳奈恵（Kanae MINOWA）
直江　俊雄（Toshio NAOE）
筑波大学 University of Tsukuba

　発表者らは、美術教育研究者・山形寛（1888-1972）が生前収集し、死後に日本美術教育連合に寄贈された、総資
料数約2500点に及ぶ「山形文庫」を整理する作業を、2017年度より継続して行っている。この試みは依然途中段階で
はあるものの、将来的には、貴重な資料の有効活用と、新たな研究課題の創出とを可能にする場、「芸術教育アーカ
イブ」として機能させることを目指している。
　芸術教育アーカイブの整備を進めるうち、オリジナルの『山形文庫目録』には存在しない資料が、記録しただけで
も1166点含まれていることが明らかとなった。今回の発表においては、上記の目録未掲載資料の概要とその特徴、ま
たそれらが今後の美術教育研究に貢献する可能性についても報告したい。

Ａ２　●フロー理論を基にした学習環境デザインの研究
A Study of Designing Learning Environment Based on Flow Theory

守屋　　建（Takeru MORIYA）
東京学芸大学附属小金井小学校 Koganei Elementary School Attached to Tokyo Gakugei University

　本研究は図画工作科の授業における汎用的資質・能力を育成するための実践による、学習環境デザインの研究のた
めの一考察である。
　本研究の目的は、フロー理論を用いた学習環境デザインの構築から、子供たちの活動中における汎用的資質・能力
の働きを見とり、題材配列にいかしていくためのカリキュラム・マネジメントにある。造形遊びの実践より検証をお
こなった。
　これまでの造形遊びの研究から、子供たちは学習環境において、「夢中になる」「没入する」という経験を経て、自
己の学びをふり返っている。本論ではその造形遊びにおける体験を、フロー理論を基に整理して捉えなおしていく。
フロー状態と学習のリフレクションは深く関連しながら教育分野で応用されていて、例えば、造形遊びの具体的な場
面で言えば、風が流れる、水が流れる、光が灯るなど、教師が仕掛けることにより、学習環境が大きく転換する瞬間
がある。その時の子供たちの歓声などで快情動が生じ、共有することで一体感が増し、活動が活性化することがある。
教師が意図的に、学習者がフロー状態になるように学習環境をデザインすることと、その後に自分の学びをリフレク
ションすることをねらった学習環境をつくり、動画記録や子供の学習感想から、汎用的資質・能力の育成とその働き、
題材配列の妥当性について検証をしていく。

発表会場Ａ
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Ａ３　●戦後の美術科教科書における掲載作品の研究（19）
－20世紀後半以降の日本美術科教科書の巻頭文と掲載作品の検討－
Study on Artworks Included in Textbooks of Arts in the Second Half of the 20th Century (19):
Study on the Texts and Artworks in the Opening Page of Japanese Art Textbooks in the Second Half of the 20th 
Century

山口　喜雄（Nobuo YAMAGUCHI）
元　宇都宮大学 Former Professor, Utsunomiya University

　筆者は20世紀後半（以降）の日本美術科教科書研究を1998年に開始し、『日本美術教育研究紀要／論集』に2000年
度から18年間継続掲載された。
　巻頭文は、美術学習のとらえの本質を著している。研究対象初の1956年度本で開隆堂（略号KR）は１学年（同①）
題材名「美の発見」・②「美の原理」・③「造形の歴史」に、①安井曾太郎・②ゴッホ・③ドガの油絵を掲載した。日
本文教（NB）は作品を掲載せず、20行の全学年同文で「造形品の美しさを感じたり、自分で作り出すことを学ぶのが、
図画工作の学習である」と要約した。1962・1972年度本はKRとNBはその文脈で生徒や美術家の作品を掲載した。
　1981年度本に現代美術社（GB）が参入、①に佐藤忠良の記名による「美術を学ぶ人へ」は生徒の心に訴える名文で、
②「表現と材料」、③「顔」など従前の巻頭文を一変させた。
　1989年の学習指導要領改訂で指導の大綱化・弾力化を行い、①と②＋③年に学年目標を二分、①は図画工作から美
術への教科名転換の意味、②＋③は義務教育最終段階の生徒に生涯における美術の意味や美術学習の意義を理解させ
ようとする各者の企図が推量できる。それを受け1993年度本のNBと光村図書（MT）は「オリエンテーション」とし、
NBは2018年度本まで同名を記す。最新2018年度本のMT①は谷川俊太郎の詩「うつくしい！」とシャガールの油彩を
掲載した。美術科教育学会・大学美術教育学会2018発表をふまえ４者の「巻頭文」と掲載作品に関する考察を行う。

Ａ４　●美術科教育における表音・表意文字の意味と色彩感情の関係
Relation of Color Emotion and Meaning of Phonogram・Ideogram in Art Education

姉川　正紀（Masanori ANEGAWA）
中村学園大学 Nakamura Gakuen University

姉川　明子（Akiko ANEGAWA）
佐賀市立小中一貫校富士校小学部 Fuji Elementary School, Saga Municipal Institution

　著者らは、以前から “美術教育における色彩の研究” をおこなっている。最近の研究では、絵本における色彩と色
彩感情の関係を調査した。この結果、“カラー→線画→グレースケール”の順に連想用語の好意的な値が高い傾向になっ
た。したがって絵本から受ける印象は、画像の色彩や明度に影響される事が判明した。また、この研究では直接の調
査対象では無かったが、図形の意味が容易に分かる場合と容易に分からない場合によって、色彩の与える影響が大き
く変化した。
　本研究では、“表音文字である、ひらがな”・“表音文字である、カタカナ”・“表音文字／表意文字である、漢字” の
３パターン計20種類を実験に用いた。これらのパターンに対して、色彩を変化させ、被験者が受ける印象の変化を調
査した。この結果、“表音文字である、ひらがな”・“表音文字である、カタカナ” は、意味が無い傾向が高く、色彩の
変化に対して、被験者の受ける印象の変化は少なかった。これに対して、“表意文字である、漢字” は、意味を持つ
傾向が高く、色彩の変化に対して、被験者の受ける印象が大きく変化した。しかし、同じ漢字の中でも “表音文字で
ある、漢字” は、画数が多く文字の複雑度が高い場合を除き、“表音記号である、ひらがな・カタカナ” と同様の結果
が得られた。
　なお本論文は、2016年度2017年度の研究の継続である為、これらの実験結果も併せて報告する。
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Ａ５　●教科横断的な視点に基づく「思考スキル」と美術科教育
“Thinking Skills” based on Cross-curricular Perspective and Art Education

畑山　未央（Mio HATAYAMA）
東京家政大学 Tokyo Kasei university

東京学芸大学大学院　連合学校教育学研究科
Doctorial Course The United Graduate School of Education Tokyo Gakugei University

　我国の教育において、各教科での学びを基盤としながら、教科等の枠を越えて知識を相互関連的に活用していく学
習場面の創出が目指されている。
　美術科教育においては、「学習指導要領実施状況調査」（2012, 2013）や芸術ワーキンググループ（2016）の指摘よ
り、美術科教育は子供たちが世の中にある美術と自分との関わりを築いていけるようになることを大切にしている一
方で、子供と教師双方で美術を学ぶことの切実性に課題があることが見出せる。上記におけるパラレルにおいて共通
する方向性は、「学校での学びと実社会をつなげる」ことであると考えられる。そのための手立ての一つとして、こ
れまでの美術科教育の成果の蓄積、特性に基づいた教科横断的な学習の視座に立つことは有効であると考えられる。
その原理として、本研究では各教科で育成される「思考スキル」とその関連性に着目したい。
　思考力育成のための方法の一つとして、思考という概念を「思考スキル」という行動レベルで捉える考えがある（泰
山ほか、2014）。そこでは、思考力を「思考スキルを理解し、習得していること」と「状況に合わせて活用し、問題
解決する能力」として捉えることで、指導可能なものとして提示している。
　本研究では、泰山らの研究を先行研究の一部に位置付け、美術科教育に焦点化した教科横断的な視点に基づく「思
考スキル」を整理する。その上で美術科教育における資質・能力の育成はどのように捉えることができるのか、教科
横断的な学習の視点から考察を試みる。

Ａ６　●駅前広場の裸像は芸術か？
－前橋駅前の≪建設≫≪希望≫像の考察から
Naked Statues in the Station Parks in Japan could be Art? 
- Consideration of the "Construction" and "Hope" statues in Meabashi Station

梶原　千恵（Chie KAJIWARA）
群馬大大学院　修士 Gunma University The Graduate School

　本研究は、群馬県前橋駅前の《建設》《希望》像を通して昭和の日本彫刻、特に野外に設置された裸体の銅像につ
いて再考するものである。これらの像は第二次世界大戦後にメモリアルとして駅前広場に設置された。戦後の復興と
地域経済発展に伴い移設と再配置を繰り返している。戦後に駅前広場に設置されたこのような銅像は、当時の日本の
社会状況や、日本の彫刻が公共で果たしてきた役割、日本人の美的価値観を表すものである一方、時代の移り変わり
とともに「彫刻公害」と呼ばれる社会問題も引き起こしてきた。駅前裸体銅像は「文化遺産」なのか、未発達な彫刻
概念を象徴する「負の遺産」なのか、日本近代彫刻史、彫刻教育、また野外彫刻をめぐる公共の問題について概観し、
野外銅像の抱える課題を整理する。

Ａ７　●図画工作科における創造活動を通した「造形的な視点」の研究Ⅲ
－感受と意味の理解について－
A study on “Understunding of Creation” through the Creation Activity in the Art Education :
A bout Feeling and the Understanding of the Meaning

西村　德行（Tokuyuki NISHIMURA）
東京学芸大学 Tokyo Gakugei University

　本研究は、一昨年度から続く「図画工作科における創造活動を通した『造形的な視点』の研究」の継続研究である。
　本年度の研究では、最先端のAI研究において、現在課題となっていることから、「造形的な視点」について考える
ことにした。一つ目は「感受」についてである。AI研究において、「感受」は正確な知覚をさまたげる「雑音」とし
て捉えられてきた。しかし最近の研究では、「感受」こそが「知覚」を誘引するものであると考えられている。二つ
目は「意味の理解」についてである。「ディープ・ラーニング」がAIの飛躍的な発展を支え、AIが導き出す様々な結
論は、あたかもくり返し吟味された上で導き出された解のように思われている。しかしながら実際は、示された解が
どのような思考の過程を通り導き出されたかはわからない。つまり様々な事象についての「意味の理解」は、行われ
ないままに解が導き出されるのである。本研究では、この二つの点から、「造形的な視点」について検討することと
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したい。

Ａ８　●中大（院）連携プログラムⅠ「Roots　私の美術展」
－大学院からのアプローチを中心に－
Cooperation Program 1 of a Junior High School and the Graduate School Based on the Practice of  “Roots, My Art 
Exhibition” : 
Mainly on the Approach from the Graduate School

赤木　恭子（Kyoko AKAKI）
熊本大学 Kumamoto University

　本研究は、美術教育において扱われる美術や芸術、またその表現行為を、イメージの対話的な相関性に関わる自他
の媒介作用から検討し、現代の美術教育におけるイメージおよびメディア（媒体）を踏まえた学修行為を追究するも
のである。その実証的な研究の一環として、現在、地域社会における学校間連携を通して、大学での美術科教育の学
修形態を探究している。本発表では、平成29年度に半期間実施した熊本市立東町中学校と熊本大学大学院との連携授
業を示す。当該中学の生徒達は、先に、グループで美術展を創作し、美術館の建築モデルを制作した。その後院生が
主体となり、熊本市現代美術館での展覧会を目指し、生徒作品を生かすコンセプトや手法を考案し、美術教育系の展
覧会「Roots　私の美術展」を実施した。美術展とは何か。何のために美術展を作るのか。作品と作家、意味のある
展示空間との関係を掘り下げることから、美術展のテーマは、院生から発せられた「私」、「Roots」といった言葉へ
換言されていった。そして活動は、連携した教師や生徒・院生にとって、美や芸術を通した多文化社会における多義
的な自己表現と他者世界とのつながりを深く意識させるものとなっていった。本発表では、この制作経緯を、大学院
からのアプローチを主に示し、学校間の連携を手立てとして美術教育の場が形成されていくプロセスを考察する。
※科研費課題番号18K02539に関する発表。

Ａ９　●学習指導要領図画工作・美術における「発想・構想」概念の展開
Generating and Conceiving in a Course of Study

山田　一美（Kazumi YAMADA）
東京学芸大学 Tokyo Gakugei University

　本発表では、学習指導要領図画工作・美術において、「発想・構想」概念がどのように位置付けられてきたかにつ
いて、学習指導要領及び解説書（文部省・文部科学省発行の指導書や解説書）をもとに検討する。例えば、①『小学
校指導書図画工作編』（昭和44年版）、②『小学校指導書図画工作編』（昭和53年版）、③『小学校指導書図画工作編』（平
成元年版）、④『（平成29年告示）解説図画工作編』を見ると、①では発想・構想という用語が直接に使用されてはい
ないものの、「絵の主題」や計画性に関係づけて説明され、②では高学年の目標に直接に「構想を練る」ことが設定
され、③では「造形遊び」領域との関わりで「発想」という概念が強調され、④では資質・能力の３つの柱の導入から、

「思考力、判断力、表現力等」を代表する用語として「発想や構想」の事項が前面に提示されている。こうした傾向は、
中学校美術においても類似点が多い。例えば、⑤『中学校指導書美術編』（昭和45年版）、⑥『中学校指導書美術編』（昭
和53年版）、⑦『中学校指導書美術編』（平成元年版）、⑧『（平成29年告示）解説美術編』を見ると、絵画・彫塑（彫刻）
領域における「美的直観力や想像力」とデザイン・工芸領域における「構想力」の枠組みと位置付けが、時代によっ
て大きく組み換えられ変化してきていると言えるだろう。
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Ｂ１　●小学校における共同制作版画の意義と可能性について
－私の実践を通して－
About Significance and the Possibility of the Collaboration Print in the Elementary School 
- Through my Practice -

中條　秀憲（Hidenori CHUUJO）
一般社団法人　日本板画院委員 Nippon Hangain

　共同制作版画は、個人制作版画と同様に、絵画表現手段（壁画）として戦後に広がり、今日でも学校教育で実践さ
れている。その歴史を辿ってみると、教育版画の発展と呼応している。教育版画は、戦前は「工作科」に位置づけられ、「年
賀版画作成」という狭い領域で息づいていた。しかし、戦後の民主主義における教育課程の中で、図画工作教育も教
師中心的な臨画の流れを断ち切り、児童中心の個性を尊重する表現活動を保障する教育が組み込まれてきたのである。
教育版画運動も児童中心主義の教育活動で、生活綴り方運動、作文教育の中で、文章表現をより豊かに展開できる「カッ
ト版画」が起点となり児童版画は発展することになる。
　そして、集団の協力体制の中で共同制作版画も壁画制作活動として、造形教育領域の中の絵画表現として活発とな
る。今日では、図画工作科の授業時数が削減される中での共同制作活動は、制約される事が多いが、学校行事、学年
行事、特別活動などの総まとめとして共同制作に取り組むことは個人を生かし学校の伝統をより良く発展させると考
える。また、子ども同士の相互理解と刺激と触発により、互いの個性を認識尊重する温かい心と態度を養うことがで
きる等の意義もある。ここでは、戦後、大田耕士創設の元日本教育版画協会を中心に実践啓蒙し、制作された共同制
作版画作品群などを掘り起こしながら、現在の共同版画制作活動の意義と今後の可能性について、私の実践を踏まえ
て考えてみたい。

Ｂ２　●図画工作における鑑賞と表現を関連させた指導
－ゴッホ『星月夜』の鑑賞から学び表現させた実践報告－
Teaching Method of Appreciation Related to Expression in Art Education

長田　千春（Chiharu OSADA）
東京都千代田区立番町小学校 Banchou elemenntary school, TOKYO

　高学年児童が、表現の幅を広げ、最後まで関心・意欲をもち続け、満足する表現ができるようにするには、指導の
工夫が必要である。本研究では適切な鑑賞教材を選び、鑑賞と表現を関連させた題材を開発・実践し、学習を指導す
る。そして、その結果を分析・考察して成果と課題を明らかにすることを目的としている。
　鑑賞はゴッホの『星月夜』を教材とし、方法は、教師との対話により進めた。児童に見たことや気付いたこと、感
じたり考えたりしたことなどを発言させ、その後記述させた。
　表現では、児童に風景を写生させ、木版画にさせた。木版画の表現で、児童はゴッホの筆遣いやタッチから学んだ
ことを活かして彫刻刀を動かし、多様な彫り方を工夫し、力強く彫刻刀を使うことに意欲的であった。数枚の刷り上
がった木版画作品に、表や裏から水彩絵の具で彩色させた。さらに版画板にも水彩絵の具で彩色するようにした。
　児童の発言・記述・作品には、いろいろな点や線、これまでにない色の組合せや自分の解釈などがあり、鑑賞から
学び主体的に表現していることが読み取れた。その結果、この題材での鑑賞と表現を関連させた指導が有効であるこ
とが明らかになった。

発表会場Ｂ

5



Ｂ３　●「小学校英語を図画工作の中で使って学ぶ」実践報告
An Analysis of Learning Art and Craft Lessons Integrated with English

新川　美湖（Miko NIIKAWA）
東京学芸大学院 Tokyo Gakugei University

リチャード・ガイ（Richard GUY）
西武学園文理小学校 Seibu Gakuen Bunri Elementary School

　2020年度より小学校英語の導入が小学校３年生から必修化となり、600 ～ 700単語の学習を設定している。しかし
英語の時間数確保のため、図工科を含め他教科は削減の危機にある。そこで本稿では、埼玉県にある私立の小学校で
行われていた英語を使って図工を学ぶ「イマージョン授業」を担当していた立場からの実践を報告したい。イマージョ
ン教育とは英語の “immersion”「浸す」からきており、他言語で学ぶ教育のことを指す。日本ではたいていの場合、
英語で他教科を指導することを意味する。インターナショナルスクールのように全教科でなく、図工や体育、音楽な
どの一部の教科だけとりいれられることもある。この私立小学校でも、この３教科がイマージョン授業としてとりい
れられた。まずイマージョン図工授業にとって最大の利点は図工、英語ともに一定の時間数の確保が見込めるという
ことである。また２名の教員が教室内にいることは、専門分野を担当に任せつつも図工と英語双方の内容を補い合え
ることである。設定した英単語は年間50語（表現を含む）であるが、のりや粘土、切る、貼る、塗ると言った使用頻
度の高い単語から導入した。図工室内で毎日のように使える英語が４年間で200語となる実用性の意味は非常に大き
く、他教科に比べ「生きた英語」を活用する場として優位性があるのではないかと思われた。この教科統合型授業実
践を報告する。

Ｂ４　●児童の美的経験からはじめる図画工作授業実践の研究
Study of Classroom Practice Connecting Childrenʼs Aesthetic Experiences to Creation in Arts and Crafts

大櫃　重剛（Shigetaka OBITSU）
東京学芸大学附属世田谷小学校 Setagaya Elementary School Attached to Tokyo Gakugei University

　今回の学習指導要領改訂では、領域・題材を視軸に置いてきた従来の教科観をコンピテンシーで整理し直す、とい
う発想の転換が授業者に求められている。しかし、決してこれまで試行錯誤を重ねて児童と築き上げてきた実践の成
果が台無しになるわけではなく、大事にしてきた「この授業で培いたい力」をもとに、今まで以上に目の前の児童の
実態を捉えながら、系統的な視野でカリキュラムを再考する機会になると考える。
　さらに、注目される知識や技能を表面的に評価することなく、一回の授業を通して集団で学ぶからこそ得られる実
感や経験を大切にして、一人一人が学級の中で学んでいる自覚と自信をもつことができる学習環境を実現していきた
い。筆者は、これまでの実践を通して「児童が生活から見出した美的経験をもとに思いを実現する授業」「個々の成
功体験だけではなく、仲間のつまずきや疑問に直面した場面で、学び集団として解決へ向けて取り組む経験を重ねる
ことで学習意欲が高まる授業」を目指してきた。
　本研究では実践事例を通して、いかに児童の美的経験から学習意欲を導き出し、さらに学習を通して獲得した美的
な価値観を次の学びへ連続させることができるか、題材の系統性と学習環境のあり方について探る。

Ｂ５　●子供達が図画工作科の授業をどのように経験したのかに関する教師の理解
My Understanding of Studentsʼ Experience by my Teaching

小田　恵子（Keiko ODA）
神戸市立義務教育学校港島学園小学部 Kobe City Municipal Minatojima Gakuen Elementary School

　日々の授業実践において、定番の題材の授業進行が滞ることに危機感を覚えた私は、省察のためにリフレクティブ・
プラクティスという授業研究法を用いることで自分の指導を深く振り返ることができ、その危機感の原因を探る手が
かりを得た。また、現象学的な視点で授業中に起こる出来事を見直すことによって、子供達や自分の経験を捉え直し、
自分の課題を徐々に明らかにすることができるようになった。
　具体的には、授業記録（ジャーナル）・作品・ワークシート・写真等のデータを統合して、エピソード記述の形式
で子供達の経験を詳細に記述・分析を行い、解釈を繰り返した。それらによって明らかになった実践者としての自分
の課題は、「子供達の想定外のフィードバックへの対応が柔軟性に欠けること」「アセスメントするという視点からし
か子供達の造形行為の意味を説明しえていないこと」「学校というライフワールドにおける自身の存在価値に慮った
判断を下す傾向があること」の３つであった。
　次に、これらの意味について更に分析・解釈を繰り返し行った。結果、教師（私）は、「教育者」であると同時に「同
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士」というスタンスで子供達と向き合うことで新たな視点を得られ、それによって学習者理解の既成概念を取り払う
ことが可能になり、彼らのフィードバックを純粋に受け止められるようになることがわかった。

Ｂ６　●図画工作における版画の表現についての考察
～版画の偶然性に着目して～
Study of Printing Representation in Art and Craft Elementary School Class :
The Point of View about the Accidental Nature of Printing Representation

戸室　鉄平（Teppei TOMURO）
八王子市立宇津木台小学校 Hachioji Utukidai elementary school

　これまで筆者は、小学校における版画の系統性について教科書の分析をもとに、版画が持つ教育的価値について考
察を行ってきた。その研究から版画の製作の過程で子どもは何を見いだし、何をつくろうと考えるに至るのかという
子どもの変化を明らかにしたいと考えるに至った。本研究は子どもの視点から版画製作過程における偶然性に着目し、
版画の教育的価値を明らかにするものである。
　版画は絵画の一領域である。版画は、「版をつくる」という製作過程の存在が、他の絵画作品と大きく異なる要因
となっている。製版の活動の中で、子どもたちは自ら思考し、完成した作品の形等をある程度予測している。しかし、
ローラーやインクを使った「刷り」の活動では、必ずしも自らが予想した作品になるとは限らない。子どもは予想し
たものとは異なる作品が逆に魅力的であると自身で判断することもある。よって、子どもが自らの意思で筆を画用紙
に走らせて作る作品にはないような偶然性が大きい活動と言える。その偶然性が、子どものより新しい価値観を育む
ことにつながっているのではないかと考え、実践、分析、考察を行う。本発表では、子供たちがどのように出来上が
りを想像し、版にどのような思いを働きかけて全体を仕上げていくのかを実際の作品から考え、版画の教育的価値を
明らかにしたいと考える。

Ｂ７　●児童の主体性を引き出す図画工作授業実践の研究（３）
－低学年の鑑賞活動について－
Study of Classroom Practice to bring out Childrenʼs Self Directionin Arts and Crafts(3):
Underclassmen for Appreciation

矢澤　　聡（Satoshi YASAWA）
沖縄カトリック小学校 Okinawa Catholic Elementary School

　本研究は、昨年度発表した「児童の主体性を引き出す図画工作授業実践の研究（２）　－中学年の表現活動につい
て－」の内容を継続し、図画工作科学習指導要領の内容、Ｂ表現（１）について低学年に焦点を当てたものである。
　本研究でいう「主体性」は、小学校の授業の中で、今日のめあてやルールを理解した上で自分なりの表し方を模索
しようとする姿勢や意欲のことである。
　昨年度までは、学習指導要領の内容Ａ表現（１）、（２）については、子どもが授業の中で見せる具体的な姿やつぶ
やきから、題材、ねらい、材料、発問など授業を構成する要素を組み立てることを中心に実際の授業実践を通して考
察した。今年度は鑑賞の授業の中で子どもの主体性を引き出すために必要な観点を授業の中で表れる子どもの姿から
考えたい。昨年度までに提案した３つの観点、①いいこと考えた！（課題を前向きに捉え、発想を膨らませ、試そう
としている姿）②友達の工夫をヒントにやってみたよ！（同じ課題に取り組む友達の工夫を観察し、自分の活動の中
に活かそうとする姿）③もっとよくするにはどうしたらいいかな？（自分のイメージに合わせて、目の前の作品を変
化させようとする姿）と合わせて、実際の授業の様子を交えて提案し、その成果と課題を考えたい。
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Ｂ８　●テクストから豊かに紡ぎだされる視覚イメージの考察Ⅱ：
国語科教科書の詩「銀河」が描く言葉と絵の関係
A Study of the Visual Image that Is Spun from the Text to Enrich Ⅱ：
The Relationship Between Words and Pictures Drawn by the “Galaxy” in Japanese textbooks

松井　素子（Motoko MATSUI）
東京学芸大学大学院　連合学校教育学研究科　博士課程

Doctorial Course The United Graduate School of Education Tokyo Gakugei University

　美術教育においてイメージ豊かに発想する能力を養う重要性は、多くの研究者が指摘している。デジタル機器での
映像視聴等がますます増大する現代社会の中で、いかに個々の児童が自身のイメージを育む資質・能力を培うかにつ
いて引き続き考えていきたい。
　昨年度は、言語がどのように児童のイメージを紡ぐのかについて、日本で全ての四年生が国語科で学ぶ『ごんぎつ
ね』の教材から本文のみを抽出したものを用い、五年生での「物語の絵」の実践において、言葉が紡ぐイメージの端
緒を考察した。今年度は、挿絵の影響を全く廃した国語科教科書の「詩」を題材に、児童がどのような映像を言葉か
らイメージして結んでいくのかを考察したい。
　小学校国語科の教科書には、「場面の様子を思い浮かべる」という目標のもと、言語からイメージ豊かに思い描く「詩」
の教材が、各学年の教科書に必ず掲載されている。そこで本研究では、光村図書出版の５年教科書の国語の扉詩「銀
河」について、子供たちがその短い言葉からどのようなイメージを頭の中で形や色の視覚言語を用いて映像として思
い描き、自際に手を使って紙の上に表現していったのかについて、言語の配置を選択できるという条件のもとに、分
類、比較、考察を行った。文字とそれが紡ぎだすイメージについて、挿絵をそぎ落とした「詩」を用いてその端緒を
明らかにしたいと考える。

Ｂ９　●一人一人の「きめる・きめ直す」を生かす図工授業のプロセスデザイン
～主体的・対話的で深い学びの図画工作科授業改善の一具体として～
Design Method of Art Lesson Process by Making Use of “to Decide” and “to Rethink” each Person

笠　　雷太（Raita RYU）
筑波大学附属小学校 Tukuba University, Elementary School

　新学習指導要領が目指すのは「主体的、対話的で深い学びによる授業改善」である。これは、まったく目新しい授
業方法や内容（題材）を求めるだけのものではない。大切なことは「学びのプロセスの質の向上」である。そのため
には、様々な視点で今までの図画工作科の学びと授業づくりを捉え直すことが必要である。本研究は、「きめる」を
視点にして図画工作科の学びを捉え直すことで、「質の高い学びのプロセス」を目指す研究である。これまでの図画
工作科の学びの豊かさを生かしながら、これからの社会に対応する新しい授業へとつなげる具体的方策についての一
考察である。
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Ｃ２　●産官学連携による真岡のまちづくり
－廃材を活用したアートプロジェクトの事例から－
Community Development in Moka Based on Industry-Government-Academia Collaboration :
From an Example of the Art Project Practically Using Scrap Materials -

名取　初穂（Hatsuho NATORI）
國學院大學栃木短期大学 Kokugakuin Tochigi Junior College

　本発表は、2018（平成30）年５月に実施された栃木県真岡市におけるアートプロジェクトの実践報告である。
　「ゼロ円建設株式会社」―廃材から創るみんなの創造都市―と題した本プロジェクトは、一般社団法人真岡青年会
議所・創造力育成委員会（旧・子ども未来創造委員会）により企画運営され、筆者の所属する國學院大學栃木短期大
学との連携により実施された。小学生を中心にその保護者や学生、スタッフを含め、総勢200名に及ぶ参加者により、
地元の市民が集積した木材やプラスチック、段ボール、壊れた電子機器などの多様な廃材を用いて子どもが自由に発
想し創造するダイナミックな造形活動へと展開した。
　産官学連携は美術教育においても近年注目されるところであるが、数年前より筆者は栃木県真岡市で展開される児
童美術展や造形イベントに対し、地元の一大学教員として指導的関わりを持つ。真岡には、美術教育の歴史において
創造美育運動を立ち上げた久保貞次郎（Sadajiro Kubo 1909-1996）を輩出した地として現在も市民がその理念を受け
継ぐ稀有な地盤がある。この点において、産官学の多角的な視点からのまちづくりが必須であり、市民の手により展
開される活動の有意性や、「現代創美」とも言えるこの地に根付いた創造美育の理念に注視しながらも、その発祥の
地である真岡の現在直面している課題についても言及したい。

Ｃ３　●芸術を主体とした学外活動が学士力に及ぼす影響について
－アートパークの活動から－
About the Influence that Non-member Activity Mainly Composed of the Art Gives to a Bachelor power
- from the Activity of the Art Park -

北沢　昌代（Masayo KITAZAWA）
聖徳大学短期大学部 Seitoku University Junior College

　筆者は、芸術を主体とした学外活動を、地域と連携しながら様々な場で実践してきた。本実践研究は、それらの活
動によって学生が獲得する能力について学士力の観点から明らかにすることを目的とした。今までは、身についた能
力を学生の感想や関心、意欲の向上等から読み取ってきた。しかし、ディプロマポリシーの観点からも客観的なデー
タを基にしたエビデンスを示す必要がある。大学、短期大学では、「学士」「短期大学士」の学位によって保障される
べき一定の能力を「学士力」として示し、その育成が目指されている。芸術を主体とした学外活動で獲得する能力と
学士力の関連を明らかにし、芸術ならではの学外活動の意義や重要性を大学や社会に示したいと考えた。調査は社会
心理学を専門とする川村女子大学桂瑠衣准教授と協力し、学士力の観点から設問を検討、作成し、調査は個々の学外
活動の前後に実施して、その差異を検討した。（T検定）今回は、その中間報告であり、学生の実践力の向上や地域
連携を目的として、本学が主催し毎年実施しているアートプロジェクト「アートパーク」の活動を分析検討すること
とした。尚、本実践研究は、文部科学省地（知）の拠点整備事業「信頼と共感でつなぐ “ふるさと松戸” づくり」地
域志向研究「芸術を主体とした地域と学生による多主体間協働」（平成28年、29年度）によるものである。

発表会場Ｃ
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Ｃ４　●保育者志望生を対象とする木工制作体験の教育的意義
－授業観察と省察的ワークシートに基づいて－
Educational Implications of Nursery Teacher Traineesʼ Woodwork Experience:
Based on Class Observation and Reflective Worksheet

三上　　慧（Kei MIKAMI）
東洋英和女学院大学 Toyo Eiwa University

　本研究は、所属大学の保育子ども学科「図画工作」の授業課題「木工制作」において、授業観察と省察的ワークシー
トの分析に基づき、保育者志望生を対象とする木工制作体験の教育的意義について考察することが目的である。授業

（全６回）の過程は、14種類のテーマから自ら造る遊具を選ぶ、子ども用の木の遊具のデザイン（サイズ・形・色等）
を考える、木育について学ぶ、木材の性質（板目・柾目・反り等）を学ぶ、用具・工具（のこぎり・電動糸鋸・万力・
クランプ・のみ・木槌・玄能・ハンドドリル・くりこぎり・紙やすり等）の構造や安全な使用法を学ぶ、自己制作テー
マにより必要な道具を使いこなし木工制作を進める、木の手触りを確かめる、塗装・完成・鑑賞後に互いの遊具で遊
んでみるである。毎回の授業において、当日の目標・計画・省察・次回の目標をワークシートに記入し、受講生は一
人一個の木の遊具を制作した。本研究者による毎回の授業観察と省察的ワークシートを分析データとして考察した結
果、本課題を通して学生たちそれぞれが木を素材とした制作の一連の工程を自己体験し、自ら達成感と楽しさを実感
しながら、保育の遊びの中で木の遊具を活用することを主体的・対話的に考える態度・姿勢を育むことができたと理
解される。本課題の教育的意義をさらに探究するために、また新たな課題について検証するために、今後とも継続的
に授業の実践・研究を進めていきたい。

Ｃ５　●教員養成課程における深い学びを目指した対話型アート活動に関する研究
A Study on Interactive Arts Activities Aiming at Deep Learning in a Teacher Training Course.

佐藤　仁美（Hitomi SATOH）
目白大学 Mejiro University

　高等教育において「能動的な学びの場」の構築が推奨されているが、教員養成課程においては、新学習指導要領の
全面実施を控え、「主体的な学び」を創造する指導力のある教員を養成することが大きな役割となっている。本研究
では、小学校教員養成課程における「深い学び」を目指して、「対話型のアート活動」の実践とその考察を行う。昨
年度の実践研究報告を踏まえ、新たに改善を行った。例えば、対話型の造形遊びは、自己理解と他者理解への深い学
びとなる可能性を見出せた。しかし、ここでの対話は、行き詰まりや対立などの混沌を乗り越えるまでの深い対話と
はいえなかった。このことから、今年度は新たな試みとして、私立A大学の小学校教員養成課程の科目「自己表現アー
ト」（４年配当科目）の履修者を対象として、深い学びを目指した対話型のアート活動を実践した。履修者は、今の
日常生活からは「他人事」と考えがちな社会問題として、「小学生のいじめに関すること」「特別な支援が必要な児童
に関すること」「難民に関すること」をアートの手法を使い、追体験していく。最終的に履修者は、「他人事」から「自
分事」にまで問題意識を高めることができたのか、その実践報告と活動後に行ったリフレクションペーパーの内容分
析から、対話型アート活動で目指す「深い学び」について考察する。
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Ｃ６　●身近な事物をとらえ直すためのプログラムの研究
－アートゲームの実践を通して－
A Study of a Program to Perceive Familiar Objects from Different Perspectives:
Through the Practice of Art Game

北澤　俊之（Toshiyuki KITAZAWA）
東洋大学 Toyo University

　これまで発表者は、子どもたちを対象に、日常を新鮮な視点でとらえ直そうとするまなざしやその姿勢を育むため
の造形教育プログラムを学校教育の立場から構想してきた。ここでいう「とらえ直す」とは、身近な事物をいつもと
は違った視点から改めて見たり味わったりすることをさす。それは、習慣によって自動化しがちな知覚をひとたび括
弧に入れ、改めて新鮮なものとして対象を受けとめようとする見方や考え方である。
　今回は、そのプログラムのなかから、大学生を対象として予備的に実践したアート・ゲームの実践を報告する。アー
ト・ゲームは、昨今鑑賞教育の一手法として学校や美術館のあいだですっかり定着してきた感があり、無理なく作品
に親しんだり、主題や造形要素に着目させたりすることができるなど、その成果も多数報告されている。本ゲームで
用いられる主な教材といえば、芸術作品が印刷されたカードであるが、ここでは研究テーマに沿って、身近な事物を
対象としたカードを作成する。カードづくりやゲームを通して、学生たちが日常の何気ない事物から美しさや面白さ
を発見し、互いの視点を共有することを期待したい。さらに、ここでの活動を単なるその場限りの気づきや学びにと
どめずに、日常ではたらく能動的でやわらかなまなざしの獲得につなぐための方途についても提案したいと考える。

Ｃ７　●「朝鑑賞」の取り組みと成果報告Ⅱ
The Activities and the Results about Morning Appreciation of PicturesⅡ

三澤　一実（Kazumi MISAWA）
武蔵野美術大学 Musashino Art University

　平成29年度の日本美術教育連合では「朝鑑賞の取り組みと成果報告」の発表を行い､所沢市立三ヶ島中学校におけ
る朝鑑賞の取り組みを紹介した。今回はその続編として､その後の朝鑑賞の活動の様子を発表する。主な内容は、朝
鑑賞の取り組みによる教員の変化、授業の変化、生徒の変化、学力の変化等を、アンケートや取材等をもとにまとめ
発表する。
　前回の発表では、学力面に於いて､国語の書く力に関して大幅な伸びが見られたが、平成30年度の成果については
前年度の成果と比較考察し報告したい。また、教員の変化として､朝鑑賞で使う作品を基にした体育の創作ダンスの
取り組みなど､朝鑑賞の取り組みを活用した授業改善も見られるようになった。また、生徒の変化では、発言の増加
や積極性の向上が見られる様になってきたのでその内容についても具体的な報告をする。また、朝鑑賞のファシリテー
ターを生徒が行う取り組みや、小学校へ出向いての生徒による朝鑑賞の実施など､生徒の主体性、積極性を生かした
取り組みも行われ、開始した当初と比較すると、朝鑑賞を核にした多様な挑戦的な活動が増えてきた。
　以上のような成果を総括して、朝鑑賞が学校の教育づくりに果たした内容について発表する。
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Ｃ８　●アーティスト・イン・スクール（AIS）の可能性
～教員×アーティスト×生徒の可能性とは・様々な実践と今後の展望～
Artist in School Possibility :
Teacher×Artist×Students ･Practice Contents and Future Prospects

住中　浩史（Hiroshi SUMINAKA）
群馬大学大学院　修士 Gunma University The Graduate School

　日本におけるAISの活動の歴史を振り返ると共に、筆者自身の実践を元にAISと美術教育のこれからの可能性につ
いて発表する。
　「アーティスト・イン・スクール（AIS）」は、学校へアーティストを派遣し授業やワークショップを行うものであり、
日本では2000年代初頭より、NPO法人や美術館などの主催で行われてきた。AISはアーティストと児童・生徒、教員
などが交流し、学校の特色などを活かしながら新たな出来事や価値を生み出していく活動でありワークショップを中
心とした活動が行われている。代表的な活動としてNPO法人芸術家と子どもたち（東京都）によるASIASというアー
ティストが小学校で、先生と協力しながらワークショップ型の授業を実施する活動がある。しかし近年では、AISプ
ランニング（北海道）による一定期間アーティストが小学校に滞在する型のAIS活動や、筆者が実践参加しているアー
ツ前橋（群馬県）による長期的AISなど、単発の授業ではないAISの活動も行われている。
　改定される新学習指導要領では、現行の学習指導要領以上に地域・社会と学校現場との繋がりを重要視する傾向が
あり、「社会に開かれた教育課程」という言葉からも見て取れる。この方向性はAISの実践と重なりあうところは多い。
今回は、これから変化していく美術教育に対し、AISの実践による可能性と展望を実践者の視点から発表を行う。

Ｃ９　●中学校美術科と国語科の教科融合型学習の研究（２）
～津久見色辞典とアートと言葉新聞の制作～
A Study of Art and Language Integrated Learning in a Junior High :
Making a TSUKUMI Color Dictionary and “Art and Language” Newspaper~

藤井　康子（Yasuko FUJII）
大分大学 Oita University

木村　典之（Noriyuki KIMURA）
大分県教育庁 Oita Prefectural Board of Education

永松　芳恵（Yoshie NAGAMATSU）
津久見市立第一中学校 Tsukumi Daiichi Junior High School

　本研究は、大分県津久見市内の中学校３年生91名（※実施当時２年生）を対象に、美術科と国語科を中心とする教
科融合型学習プログラムを大分大学（藤井）と「地域の色・自分の色」実行委員会、（公財）大分県芸術文化スポー
ツ振興財団（大分県立美術館）、津久見市教育委員会の連携により開発する試みである。本発表では、生徒は故郷（ふ
るさと津久見市）の魅力発見をテーマとして美術科と国語科の教科内容を融合させた学習「津久見色辞典」と「アー
トと言葉新聞」の成果について取り上げる。
　本研究では、生徒に “本物との出会い” を与えることを重視した。「津久見色辞典」は、同市にある網代島の岩石
の豊かな色味を色彩と言葉で表現したものである。大地の成り立ちや生徒の生活経験から想像して考えた色の名前や
由来は、それぞれの個性が際立っており多様性に富んでいる。「アートと言葉新聞」は、県立美術館の所蔵作品26点
を前に１日学芸員を体験した学習など１年間の学びを新聞にまとめ、学校や地域に向けて発信した学習である。この
様に“本物に直接触れる体験”が生徒の言葉や表現力を育み、自尊感情が高まったことは大きな成果である。ワークシー
トや自己評価シートなどにおいて見られた生徒の学びの成長プロセスを捉え、本学習の効果について検証する。
　尚、本研究は公益財団法人　博報児童教育振興会による第12回児童教育実践についての研究助成を受けている。
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Ｄ１　●プログラミングを取り入れたインタラクティブな表現題材の実践
Practice of Interactive Expressive Subject Matter Incorporating Programming

井上　昌樹（Masaki INOUE）
東京福祉大学短期大学部 Tokyo University of Social Welfare Junior College

　本実践は、図画工作科における創造性育成のためのICT活用の一事例として、プログラミングを表現に取り入れる
ことにより、学習者の「感じ・考える」学習プロセスのあり方について検討したものである。算数や理科、総合的な
学習の時間に比べ、美術教育の文脈でプログラミングを取り入れた題材の実践報告は未だ少ない。育まれる資質・能
力の検証のためにも、今後、アートとプログラミングを融合させた多様な実践の蓄積が必要となると考えられる。
　本発表では、東京福祉大学教育学部２年次生必修科目である「図画工作Ⅱ（小）」において、図画工作科における
ICTを活用した授業事例として実践した「MESHプログラミングで演劇をつくろう」の報告をする。本実践で使用し
た「MESH（メッシュ）」は、ソニーが開発・展開しているプログラミングツールであり、各種センサーと出力装置
を身近な環境に取り付け、アプリ上でのビジュアルプログラミングにより、論理的な思考を働かせながらもより直感
的にインタラクティブな作品をつくることを可能とする。本実践において、学生は演劇の全体的な流れを考えるとと
もに、演者の多様な動きに対して反応する舞台装置や衣装にMESHを取り入れていく姿がみられた。本発表では学生
の学びの記録（行動、発話、成果物等）から、創造的思考の拡散的思考および収束的思考のそれぞれの思考の働きに
ついて質的に分析し、「美術教育×プログラミング」の学習効果や教育的価値について考察を加えていく。

Ｄ２　●モバイルムービーの実践と高校生の学習行動の関係
～「学校CMプロジェクト」の報告より～
Relations between the Practice of the Mobilemovie and Learning Behavior of High School Students :
From a report of ‘The School CM Projectʼ

片桐　　彩（Aya KATAGIRI）
神奈川県立相模向陽館高等学校 Sagami Koyokan High School, Kanagawa

　スマートフォンとタブレット端末を活用した「モバイルムービー」の題材として、学校を紹介する「学校CMプロジェ
クト」を設定し、公立高等学校の美術の授業（１～３学年）において実践した。授業の背景には、学校の抱える課題、
生徒の社会性や意欲向上への対策、モバイルムービーの可能性を模索する意図など、様々な問題が存在する。
　高校生の視点でとらえた学校生活は、生徒のスマートフォンを用いて撮影され、タブレット端末で編集して、全36
本の短編動画（学校を紹介するCM）が制作された。作品は、高校生の実態や明るく活発な学校生活の様子が伝わっ
てくるものとなった。モバイルムービーによる表現は、本実践においても、生徒に多様な仲間と協働する価値に気づ
かせるきっかけをつくるなど、一定の成果が得られた。
　さて、本研究では、生徒が協働によるモバイルムービーの学習をどのように捉えたのかを、授業観察と質問紙調査
を併用して分析している。先の研究で、「協働による創造活動の学習効果尺度」を作成し、生徒の学びの実態を分析した。
その結果、協働による内発的な学び、他者からの触発による創造活動の促進、他者理解、個人志向の４因子が確認さ
れた。各因子と学習意欲や目標志向性との関係に注目して調査を行い、協働学習場面で意欲的に取り組む生徒とそう
でない生徒の傾向を分析した。生徒の学習に対する認知と学習行動との関係を考察する。

発表会場Ｄ
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Ｄ３　●幼児教育における“造形遊び”の課題を環境構成に着目して考察する
－アートプロジェクト（大成ゼミ）の実践を通して－
A study on Issues of Modeling Activity Focusing on Environmental Settings in Early Childhood Education
- Through the Practice of Art Project -

佐藤　牧子（Makiko SATO）
聖徳大学大学院　修士 Tokyo Seitoku University The Graduate School

　保育者として幼児教育に関わる中で、幼児期における表現活動の重要性を感じてきた。特にダイナミックに展開さ
れる “造形遊び” においては、自己を十分に発揮し表現すると同時に、自然な形で他者と関わり、友達と共感する喜
びを知る体験や、互いに多様性を受容し合う中で自己肯定感を育むなど、幼児期に育みたい姿の多くが包括されてい
ると感じている。しかし幼児教育の現場においては、保護者のニーズや園経営等々の課題により、必ずしも子どもの
育ちを中心に “造形遊び” が展開されているとは言い難い現状がある。昨年、現場の課題を持って大学院に進学し、
実践を通して造形教育の研究を行う聖徳大学大成哲雄ゼミ（大学３年生）の活動に参加させて頂く機会を得た。とり
わけ、大成ゼミ前期の活動の１つである地域や行政等と協力して2008年から毎年行われているアートプロジェクト（以
下アートパーク）の実践においては、幼児教育における “造形遊び” の課題の多くが、解決されていることを目の当
たりにした。本発表は、２年にわたるアートパークの実践を通して得た気付きと、幼児教育における “造形遊び” の
課題を照らし合わせて、環境構成の視点から考察するものである。現場の課題に応える方策を見い出すことで、リス
クを恐れて消極的になることなく、幼児教育の現場で “造形遊び” が活発に展開されることを願っている。

Ｄ４　●触覚と手指の動きと視覚的触感に関する一考察
－泥団子作りから始まること－
A Study on Tactile and Hand Movement and Visual Tactility
- Starting from Making mud balls -

多胡　　宏（Hiroshi TAGO）
群馬大学大学院　修士 Gunma University the Graduate school

　前橋市内にあるいくつかの幼稚園は、特色ある活動として幼児に泥団子作りに取り組ませていることをHPで紹介
している。泥団子作りは幼児だけではなく大人にも広がっており、全国的、世界的に愛好者が存在している。そもそ
も人はなぜ泥団子作りをするのか、なぜ子供だけでなく大人も引き付けられるのか、しかも黒光りさせるのかという
疑問からこの考察は始まっている。考察の中で、人は幼少期からの遊びや体験の中で触覚や手指の使い方を育むのだ
が泥団子作りには基本的な手指の使い方のすべてが含まれていること、やがて触覚は触感として認知されていくこと、
認知された触感は発達段階に応じてオノマトペなどの言葉や快・不快などの感情と結び付いていくことなどが分かっ
た。そして、言葉や感情と結び付いた触感は、体験や経験及びコミュニケーションを積み重ねる中で視覚と結び付き、
疑似触感としての視覚的触感となっていく。視覚的触感は、さらに自己主体感と結び付くことによって触覚を視覚で
代替し、日常生活等における様々な判断や彫刻鑑賞などに活用されていると考え、幼児期に泥団子作りに取り組ませ
ることは意義があると考える。

14



Ｄ５　●VR、AR、ドローン等を活用した造形教育の実践
－テキストマイニングを活用した分析から教育的意義を考える－
Practices on Art and Craft Education by Using  VR, AR, drone, etc.
- A Study of Educational Meaning through Analysis Using Text Mining -

宮﨑　敏明（Toshiaki MIYAZAKI）
宮城県登米市立北方小学校 Kitakata elementary school Tome

　ここ数年、VR（Virtual Reality）対応のゲームやゴーグル等がゲームメーカーなどから多数発売されている。AR
（Augmented Reality）については、子供から大人まで広く知られているキャラクターとGPSを組み合わせた位置情報
ゲームが注目を浴びてメディアでも広く取り上げられている。ドローンについても多くの人が注目して墜落などのト
ラブルも多数発生していることから、日本国内では2015年に可決されたドローン規制法案によって、人口密集地での
飛行や目視できない範囲の飛行禁止などの規制が敷かれるほどである。
　教育現場に目を向けると、米国や欧州等の海外ではVRやARのコンテンツを制作し、学習意欲を向上させたり、高
度な学習体験をしたりしている事例がある。ドローンについては、MITメディアラボによって開発された子供向けに
簡単で直感的にプログラミングが学べるScratchによってドローンを動かす教育も展開されている。このような新し
く出現してきた技術は、民間企業のコンテンツに依存する傾向があると共に、教育現場においては使用時の安全性を
考慮したコンテンツ制作も求められる。
　美術教育分野においては、鑑賞教育での取組も行われているが、今回は民間企業等のコンテンツに頼らない図画工
作科での授業に取り組む。そして、子供たちの感想をテキストマイニングで分析し、その教育的意義を見い出すこと
を試みる。

Ｄ６　●アナログとデジタルを行き来して表現する特別支援学校における美術の授業実践
Classroom Practice in Art to Express Back and Forth Between Analog and Digital at Special Needs School

小橋川　啓（Kei KOBASHIGAWA）
沖縄県立島尻特別支援学校 Okinawa Prefectural Simajiri special needs school

　筆者は特別支援学校の中学部で知的障害のある子どもたちの美術の授業を担当している。特別支援学校において
ICT（Information and Communication Technology）は、障害特性に応じたコミュニケーションなどにおける機能代替・
拡張の個別支援をはじめ、情報をわかりやすく提示する等ユニバーサルな授業作り、アプリなどを用いた各教科等の
学習など様々な場面で活用されている。
　一方で、筆者は美術の授業において知的障害のある生徒がICTを表現の道具の一つとして使う授業作りに課題を感
じていた。
　デジタルメディア、ICTが溢れる社会においてアナログもデジタルも含めた様々なメディアによる学習（表現や鑑
賞）ができること／楽しめることは、コンピュータ等の機器操作のような個別のスキルに留まらず、重要な資質に思
える。
　本実践報告では、デジタルデバイスを用いた表現からアナログメディアによる表現への接続、デジタルとアナログ
を組み合わせた表現などについての事例を通して、アナログとデジタルを行き来して表現や鑑賞することについて検
討する。
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Ｄ７　●幼児の造形表現と遊び行為におけるイリンクス
Ilinx in Artistic Expression and Play Act of Infant

鮫島　良一（Ryoichi SAMEJIMA）
海野　阿育（Ashoka UNNO）

鶴見大学短期大学部 Tsurumi Junior College

　幼年期の子どもは、好奇心に満ち溢れ、身の回りの環境に対して探索的かつ探究的にかかわっていく。絵を描いた
りものを作ったりするという人間の文化的活動とのかかわりもまた同様であり、大人からすると何を描き作っている
か一見わかりにくいが、よく見ていくとそこに子どもなりの探索・探究の姿を認めることができる。しかもそれは単
なる対象の認識作業にとどまらない、否定を含んだ新たな創造的な企てを伴っている。筆者は、そこに造形活動の基
盤となる人間の「遊び」の持つ力学をみる。
　ロジェ・カイヨワは、遊びを定義し４つの種類に分類したが、その中の一つにイリンクス（眩暈）という概念がある。
カイヨワはブランコやメリーゴーランドを例に身体を様々翻弄することで起こる混乱による日常性からの逸脱、あえ
て危険に身を晒すことによって獲得する精神の解放の方法を遊びの重要な鍵として提示した。こうした肯定と否定の
間にスリリングに身を投ずる仕方は、子どもの遊びの中の積極的な姿勢として見出すことができるのではないだろう
か。また、造形表現活動においても、こうした遊びの力が働いているのではないかと考える。
　構成意味論の分析手法を用いて、幼児の遊びや造形活動を具体的に取り上げ比較し検証していく。

Ｄ８　●知的障害児におけるICTを活用した造形授業の実践Ⅰ
－ミライの体育館TMによる色彩学習を事例に－
A Practical Study of Art Lessons Using ICT for Students with Intellectual Disabilities
- A Case Study of Color Learning by “FUTUREGYM”

森　　芸恵（Norie MORI）
筑波大学附属大塚特別支援学校 School for the Mentally Challenged at Otsuka, University of Tsukuba

　近年、ICTを活用した授業実践は進歩しつつある。知的障害を有する児童・生徒を対象としたICT機器の活用は、
合理的配慮として個の学習活動を保障してきたと同時に、今日では集団活動での協働的な学びのツールとしても発展
している。発表者が勤務する筑波大学附属大塚特別支援学校にも、2015年よりミライの体育館TMという体育館に大形
床面プロジェクターが設置された。本発表では、昨年度高等部造形授業におけるミライの体育館による色彩学習での
実践を例に、知的障害を有する生徒の他者との学び合いを中心に考察する。

Ｄ９　●子どもの美的体験における比喩的イメージの活用と課題Ⅵ
－イメージ・スキーマの役割と機能－
Utilization of Metaphorical Images of Childrenʼs Aesthetic Experiences and its Issues VI:
The Role and Function of the Image Schema

立川　泰史（Yasushi TACHIKAWA）
東京家政学院大学 Tokyo Kasei Gakuin University

　本研究は、「子どもの美的体験における比喩的イメージの活用と課題」を主題とした研究Ⅰ～Ⅴの継続研究である。
本主題は、幼児・児童の描画プロセスを観察し、イメージの比喩的生成の諸相を明らかにすることを目的とする。こ
れまでの論考では、本来「修辞法の問題」として始まった「比喩論」が、今日では見方・考え方を拡張する「概念の
問題」として捉え直された認知論の経緯を整理した。一方、実際に子どもたちの造形発想のイメージの生成過程を観
察することを通して、実際には感覚されていないものや経験されていないものに関する心的イメージをつくり出す行
為の力（想像力）には、辞儀的な意味を超えて以前の経験を再構成する比喩的な思考過程があることを確認した。本
稿では、造形発想におけるイメージの比喩的生成過程で重要な役割を担うと想定される「イメージ・スキーマ」の役
割と機能に着目する。特に、メタファー（隠喩）的思考は、メトニミー（換喩）的思考とともに、比喩的認識や想像
的思考のなかでも中心的な概念形成の機能を担い、「感覚運動的な経験、場所・空間、等によって形成されるゲシュ
タルト的なパターンに基づく認定構造」として「イメージ・スキーマ」が対象の抽象的な概念へと意味を拡張すると
いうG.レイコフ＆M.ジョンソン（1980）・谷口（2003）・山梨（2012）らの議論を参照し、実践観察やアンケートを材
料に検討する。
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Ｅ１　●City and Coutry School（N.Y.）における統合的な授業づくりと教師教育
～「美術と他の学問領域」をめぐるパートナーシップの考察～
Integrated Teaching Creation and Teacher Education in City and Country School (N.Y.) 
- Consideration of Partnership over “Art and Other Disciplines”

伊東　一誉（Hanayo ITO）
東京学芸大学大学院　連合学校教育学研究科　博士課程

Doctorial Course The United Graduate School of Education Tokyo Gakugei University

　本発表は、1914年New York市に創立され、現在まで「美術経験を中心とした学習」の開発を継続している実験校
City and Country School（C&C）の史的変遷に関する研究の一環である。アメリカ美術教育にとって50年代頃まで影
響を与え続けた進歩主義的教育と実験校による数々の報告も、学校機能の混乱、倫理問題、学力低下などの諸問題か
ら方向転換が求められ下火になった。こうした実験校の一つとして生まれたC&Cも、New York市内に拠点をもつ芸
術家らの支持を得ながら継続されてきたものの、80年代頃には財政赤字、学校規模縮小といった危機のピークを迎え
ている。しかし90年代を境として、C&Cに対して再び保護者らの関心と教育者らの研究の視線が向けられており、本
発表はこうした近年の動向をめぐる考察の一つである。
　C&Cで行われる統合的な授業づくりには、子どもの学びの基礎として「美術経験」が重視されるほか、「美術と他
の学問領域」との連携が試みられ、一般の公立校における「周辺教科」としての美術教育とは位置づけが異なってい
る。統合的な授業実践が学校の中核を担うことに対し、教師らがもつ主題の一致、各教員に対する授業評価、定期的
な会議といった労力が費やされ、各教科で深められるべき専門性が希薄になるのではないかという疑問もある。しか
し、各専門領域の教員らが協働し、広域的な授業展開を試みることに対する利益も大きい。C&Cにおける美術と他領
域とのかかわりの考察は、近年のアメリカ美術教育研究における課題とも一致点が見られる。

Ｅ２　●美術鑑賞における省察的学習を促す方法に関する考察
An Investigation into Methods for Promoting Reflective Learning in Art Appreciation

劉　　栓栓（Shuanshuan LIU）
筑波大学大学院人間総合科学研究科

Graduate School of Comprehensive Human Sciences, University of Tsukuba

　本研究は、美術鑑賞における省察的学習の授業案の開発に向けて、美術鑑賞における省察的学習の定義とそれを促
す方法を明確化することである。研究の具体的課題とそれぞれの研究方法として次の三点を設定した。一つめの課題
は、「美術鑑賞における省察的学習」という概念を定義することである。その方法は、「省察」という概念の定義を明
確にしながら、省察をすることの二つのステップを検討することである。また、「省察的学習」という概念の定義を
省察の概念を用いて明確化した。この二つの概念の定義に基づき、「美術鑑賞における省察的学習」という概念の定
義を提案し、美術鑑賞における省察をすることの二つのステップを検討した。二つめの課題は、美術鑑賞における省
察的学習を促す方法を特定することである。そのためにまず先行研究に記載されている省察的学習を促す方法をまと
めるマトリックスを作成した。さらに、中学生の鑑賞能力の発達的な特徴などに基づき、美術鑑賞における省察的学
習を促す方法を上述のマトリックスから選定した。三つめの課題は、選定された方法を統合する美術鑑賞における省
察的学習の授業のプロトタイプを提案することである。その選定された方法を美術鑑賞における省察的学習に具体的
にいかに応用するかを明確化した。そして、これらの各方法を具体化した授業実践とその検証は今後の課題としたい。

発表会場E
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Ｅ３　●シンボル・システムとしての描画：
自閉スペクトラム症児者との思考の共有に向けて
Drawing as a Symbol System: 
Towards sharing thoughts with Autistic Spectrum People

細野　泰久（Yasuhisa HOSONO）
東京学芸大学大学院　連合学校教育学研究科　博士課程

Doctorial Course The United Graduate School of Education Tokyo Gakugei University

　自閉スペクトラム（AS）児者には、好んで絵を描く人が少なくない。AS児者の10％は特別な能力をもつが、ナディ
アやウイルトシャーのように特別な才能を示す美術サヴァンの例もある。一方、７割は音声言語や書記言語をもたな
い。また重度の知的障害者も言語を用いない。フランスの哲学者ジャック・ランシエールは、「すべての人の知性の
平等」を哲学的な前提としている。では、AS児者や重度の知的障害者もその「すべての人」に含まれるのだろうか。
西洋的な人間の能力観では、自分で発声した音声を自分の耳で聞き、相手と自分とに私という行為の主体が立ち現れ
るという再帰性が知的な活動の基盤となっている。だが、認知科学では思考は基本的に非言語的な過程とされている。
本論では、ガードナーの多重知能理論などを参照しながら、美術サヴァンの例や筆者が実際に関わったAS児の事例
を元に、描画をアートとしての観点からではなくシンボル・システムの一つとして捉え、描画を通して思考を自閉ス
ペクトラム児者と定型発達者とで共有する可能性を検討する。子どもは成長過程で、身体を通して世界を探索する道
具として描画を行う。定型児は描画より早期に言語を獲得して洗練させ、思考の道具としてのシンボル・システムが
言語中心となるが、音声言語の獲得が困難なAS児者の場合、描画は自ら表出し視覚的に再認する思考の有効な手段
として機能すると考えられる。

Ｅ４　●日本の国際協力における基礎教育分野の造形美術教育
－質的分析による技術移転に関する地域比較－
On Basic Education for Art and Design in the Field of Japanese International Cooperation :
Area Comparison about the Technology Transfer using  Qualitative Analysis

山田　　猛（Takeshi YAMADA）
東京学芸大学附属竹早中学校 Takehaya Junior High School Attached to Tokyo Gakugei University

東京造形大学大学院　博士課程 Tokyo Zokei University The Graduate School Doctoral Degree Course

　日本の国際協力における基礎教育分野の造形美術教育に関し、技術協力の目的である技術移転達成の可否に分析視
点を設定し、その地域比較を質的分析手法により考察する。本論における技術移転とは、「派遣国の技術移転の対象
となる教員による創造性を育成する造形美術教育の継続的実践」と定義する。現場で活動する国際ボランティアの報
告書と聞き取り調査を基に、技術移転の可否を分ける要因や、技術移転に繋がる為の様々な要因を構造的に明らかに
する。その分析手法として、報告書の記述や回答のセグメント化、その概念化、概念的カテゴリー抽出し概念間の関
係性を多角的に検証・考察、それを基に一般化した概念モデルの再構築を行った。その結果、技術移転可に繋がる為
に、活動中のボランティア自身の変化や職務内容外の活動等が、技術移転可否を分ける重要な要因となることが明ら
かとなった。技術移転に関し、半世紀以上の実績がある中、2000年以降に焦点化した場合、派遣地域比較では中東が
38％と高く、中南米・アフリカ・アジアの順に続くが、同分野における活動実績の少ない大洋州における技術移転は
確認できず、いずれの地域においても、技術移転の容易ならざる状況が明らかとなった。
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Ｅ５　●秋田＆フィンランドの「視覚美術・工芸」教育交流展の実践研究報告（２）
－高等学校相互交流展開催へのプロセス－
Practice Report of “Visual Arts / Crafts” Educational Exchange Exhibition in Akita & Finland (2)
- Process for holding high school mutual exchange exhibition -

尾澤　　勇（Isamu OZAWA）
秋田公立美術大学 Akita University of Art

黒木　　健（Ken KUROKI）
秋田県立西目高等学校 Akita Prefectural Nishime High School

　昨年度は、大仙市立西仙北中学校とサールニラークソ中学校の交流に始まり、秋田県立西目高等学校とエスポー市
立カイター中・高等学校とのフィンランドでの交流展に至る実践研究発表を行った。今年度は、昨年の発表以後の実
践と実践を通した研究のこれからについて発表する。2017年12月には、黒木と尾澤が訪芬し、両国の高等学校による「美
術の時間」展を開催した。2018年は本発表の直後、１期：10月16日～ 30日：「秋田公立美術大学サテライトセンター」、
２期：11月～ 12月「由利本荘市西目公民館　シーガル」にて高等学校の交流展開催を予定している。これまでの両
国の教育交流の過程で、自然環境や風土、文化面、造形面などの共通性と相違点について、郷土文化のよさや美しさ
について実感をもって捉えられるように教育実践研究を重ねてきた。今までの実践研究を基礎として北方圏における
人間文化の形成について、造形芸術系、自然・生態学系、社会科系の教員が集まって調査・分析することとした。文
化や芸術を形づくる背景などについて幅広い視点で捉え、北方圏において地域社会を担う児童・生徒の資質・能力醸
成につながる視点で整理し、学校教育との関係を明らかにしたいと考え、【科研費：平成30、31、32年度】研究課題「北
方圏の風土を生かした資質・能力育成の基盤研究：北欧との造形教育交流と比較から」を申請し今後の研究の端緒を
開くことができた。（公財）野村財団助成を受けている。

Ｅ６　●行事に向けた学習における制作活動
－主体的に取り組む姿を目指して－
Creative Activities for School Events 
- To Cultivate an Attitude of Proactive Learning

坂本　綾子（Ayako SAKAMOTO）
宇都宮大学教育学部附属特別支援学校

Special support school attached to the Utsunomiya University Department of Education

　知的障害特別支援学校の児童生徒にとって、行事は日頃の学習の成果を発揮する場であり、学校生活の楽しみとなっ
ている。自分の役割に精一杯取り組んだり、友達と楽しい時間を過ごしたりした経験が自信や思い出になり、その後
の生活の支えや後押しになると考える。
　特別支援学校では、行事の事前学習ではしおりを作って当日の日程や持ち物を確認したり、当日に向けて準備や練
習を重ねたりすることが多い。また、事後学習では、当日の様子を絵で表したり、写真を貼った掲示物を作成したり
する活動が多く行われている。
　しかし、児童生徒の実態によっては、教師の話を聞いたり文字をなぞったりすることが中心になり、本人が見通し
をもって主体的に活動できる機会が少なくなりかねない。障害の重い児童生徒にも分かりやすく、関心をもって取り
組める学習内容が求められる。そこで、行事当日に使う物を制作する活動を設定することで、行事への関心や活動へ
の意欲をさらに高められるのではないかと考えた。
　高等部２年生の「校内宿泊学習」において、宿泊時の部屋着となるＴシャツを制作する実践を行い、授業中や行事
当日の生徒の様子から、事前学習に制作活動を取り入れることの有効性を検証する。障害のある生徒が表現すること
を楽しみ、身の回りを彩ることに関心をもち、豊かな生活を送れるようにするためにはどのような授業作りの工夫や
支援が必要なのか、本研究を通して考えていきたい。
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Ｅ７　●美術実践に基づく美術鑑賞教育：
韓国伝統美術の教材化に向けての試み
A Study on Art Appreciation Education based on Art Practice:
Approach to Korean Traditional Art Classes 

柳　　芝英（Jiyeong RYU）
韓国春川教育大学校 Chuncheon National University of Education, SOUTH KOEA

　本研究は社会と関わる美術教育の一環として、芸術研究と制作が密接に結びついた美術授業のための鑑賞教育の教
材研究を行うことを目的とする。そのための実践研究として今回は韓国の古代仏像「金銅彌勒菩薩半跏思惟像」をは
じめとする伝統美術を題材にし、教材化のためのイメージの適用と拡大に向けて鑑賞と表現の授業を試みる。美術教
育は一種の教授学であり、理論であると同時に方法学、理論的実践として省察を通した授業能力を図ることが望まれ
る。今回の教材は韓国の国宝第83号である仏像「金銅彌勒菩薩半跏思惟像」など、韓国では最も知られている伝統美
術鑑賞のための教材である。予備教師である教員養成大学の学生を対象にした授業実践を通して個人と社会的アイデ
ンティティと芸術教育での構成プロセスを理解し、教師教育のための提案をする。伝統と向かい合う美術教育のあり
方を探るべく、社会と関わる教育実践学としての美術教育のあり方を探る。
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第52号　日本美術教育研究論集 2019
【投稿および掲載要項】
研究論集編集委員会

 投　稿　要　項

□投稿ならびに
掲載の条件：

  第52回日本美術教育研究発表会の研究発表者は、『日本美術教育研究論集52』に投稿できま
す。投稿論文の研究論集への掲載は、次の⑴～⑺の条件を全て満たしたものに限ります。

 ⑴　投稿原稿の題目ならびに内容が、研究発表会における発表内容と同じであること。
 ⑵　投稿原稿の内容が、未発表かつオリジナルなものであること。
 ⑶　投稿原稿の内容が、投稿された各群の内容として適合していること。
 　　Ⅰ群（理論・実践研究論文）…理論的・実践的な実証に基づいた独創的な知見を含む論文。
 　　Ⅱ群（実践研究報告等）…さまざまな教育現場におけるすぐれた実践を報告するもの。
 　　Ⅲ群（研究ノート）…将来の研究につながる問題の提起ならびに先行研究や事例の紹介。
 ⑷　投稿原稿の書式、分量等が守られていること。
 ⑸　掲載料を期日（2018年11月７日）までに納入していること。
 ⑹　 作品の図版や写真・VIDEO映像等の著作物を利用する場合および写真等の肖像権は、

投稿者が必ず事前に著作権者・出版社・所有権者・本人もしくは保護者等の許諾を得る
こと。

 　　引用文献には、脚注または本文中に発行所・出版年・該当頁等の出典を明記すること。
 ⑺　 以上の条件を基に研究論集編集委員会における査読を経て、投稿原稿の掲載が妥当と判

断されること。

□論文査読：  Ⅰ群（理論・実践研究論文）・Ⅱ群（実践研究報告等）・Ⅲ群（研究ノート）ともに複数の査
読委員が査読を行い、編集委員会での審議を経て投稿原稿掲載の可否を決定します。掲載が
決定した論文は、各主査がまとめて論評し、各論評を研究論集の〈論評の部〉に掲載します。

□原稿書式：  Ⅰ群・Ⅱ群・Ⅲ群ともに、本文および図版（写真・表・図等）等、英文サマリー（Ⅰ群のみ）
を含め、下記の文字数を守って下さい。

 １頁分は、A4横組２段　23字×44行×２段＝2024字です。
  題目（副題）、所属、氏名は、第１頁の１行目から２段取りで記載し、本文は10行目から書

き始めます。なお、題目の英語表記ならびに所属、氏名のローマ字表記もこれに含めます。
 共通の項立て・見出しを用い、以下の番号と見出し語のみとします。
 大項目　１．２．３．［全角数字］…、中項目（１）（２）（３）…、小項目①②③…。

□掲 載 料：  Ⅰ群・Ⅱ群・Ⅲ群ともに掲載料は、一般（給与を得ている内地留学生等を含む）15,000円、院生・
学生8,000円です。

  ８頁（Ⅲ群のみ６頁も可）を原則とし２頁増ごとに6,000円を加算し（奇数頁の場合も余白
頁を含めて２頁増として計算）、10頁では一般21,000円、院生・学生14,000円です。

 頁の上限は12頁で、一般27,000円、院生・学生20,000円です。
 カラーページは１頁につき12,500円を加算します。
  抜き刷り（一律50部）は、８頁モノクロで7,000円です。２頁増ごとに2,000円を加算します。

（抜き刷りのカラーページは、１頁ごとに2,000円を加算します。）
  掲載料は以下の口座に納入し、送金の証明書（利用明細書のコピー等）を投稿論文に同封し

て下さい。
 　　口座記号番号：００１７０－１－８６０３６（右寄せで記入）郵便振込です。
 　　加入者名　　：公益社団法人日本美術教育連合
 　　ご依頼人　　：（〒）おところ・おなまえ・電話番号・所属
 　　通信欄　　　：例　掲載料15,000円（一般、８頁）＋増頁分6,000円（２頁増の場合）＝21,000円（計10頁）
 　　　　　　　　　抜き刷りを希望の場合は、その旨明記し、必要な金額を加算してください。
 ※ 査読の結果、掲載に至らない場合は、納入した掲載料の内5,000円（院生・学生3,000円）

を引いた金額が返金となります。

 〈投稿原稿〉11/ ７（水）必着

□投稿〆切： 2018（平成30）年11月７日（水）必着。Ⅰ群・Ⅱ群・Ⅲ群とも、
  ①原稿（正１部と副３部、計４部）、②投稿エントリーシート、③送金証明書（エントリーシー

トに貼付）を提出して下さい。
  投稿原稿は、完全原稿とし、締め切り期日以降の差し替え・変更は認めません。
 ただし、研究論集編集委員会が修正を求めるときは、この限りではありません。
 なお、発行日は2019（平成31）年３月31日を予定しています。
□ 送 付 先： 〒173-8602　東京都板橋区加賀1-18-1
 　　　　　 東京家政大学　家政学部　児童教育学科　結城孝雄　宛
□詳細連絡： 研究発表会当日に詳細を連絡します。口頭発表者は時程と場所を二次案内で確認して下さい。
□問 合 先： 研究論集編集委員長　小林貴史：042-637-8111（代）ktakashi@zokei.ac.jp（東京造形大学）
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